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研究の概要（200～300字で記入、図･グラフ等は使用しないこと。） 

映像と音楽の印象の調和・不調和と映像作品への没入感の関係は未解明である。申請

者は Russell の感情円環モデルに基づいて、印象を感情価（ポジティブ・ネガティブ）

と覚醒度（高覚醒度・低覚醒度）の 2 次元に分け、映像作品における映像と音楽の感情

価と覚醒度の調和性が映像作品への没入感に与える影響（ 研究 1）について調べた。そ

の結果、映像と音楽の感情価と覚醒度は片方が調和でもう片方が不調和の場合、感情価

と覚醒度がいずれも不調和の場合より、映像作品への没入度が高かった。また、 研究 1

の結果を検証し、さらに映像と音楽の印象の組み合わせの 主観的調和感が没入感に及ぼ

す影響について調べる研究 2 も進めた。その結果、研究 1 の結果を再現することができ

なかったが、その原因としてわずかな教示の違いが考えられ 、参加者の映像と音楽の関

係性に対する注目が映像作品への没入感に影響する可能性が示唆された。  

 

キーワード（研究内容をよく表しているものを３項目以内で記入。） 

〔  映像作品への没入感             〕 〔 映像と音楽の印象的調和 〕 〔  主観的調和感 〕 
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研究成果の概要（図･グラフ等は使用しないこと。） 

研究の背景と問題点  

映像作品に没入するとは、物語に対し、認知的・感情的に強くかつ即時に関与した状態である（Bilandzic & 

Busselle, 2017; Safren, 2011）。Busselle and Bilandzic (2009)は、映像作品への没入体験の測定方法を検討し、

没入体験は、注意の集中、物語理解、物語的臨場感、感情的関与を伴うことを明らかにした。また、映像作品におけ

る音楽は物語の理解に影響を与え（Cohen, 2005）、音楽と映像の調和性は特定の視覚情報に注意を向けさせたり

（Cohen, 2015）、視覚と聴覚の統合を促進したり、視覚情報の認知処理を促進したり（Grimes, 1991）する効果があ

ると考えられている。つまり、映像と音楽の調和性は映像作品への没入感に影響を及ぼし、映像作品に関与するプロ

セスが妨げられた時には、映像作品への没入は阻害されると考えられる。 

本研究では、印象を映像作品によって引き起こされる感情と定義し、印象は感情価（ポジティブ・ニュートラル・

ネガティブ）と覚醒度（高覚醒度・低覚醒度）の 2つの次元を持つものとする（Russell, 1980）。従って本研究では、

印象の感情価と覚醒度の 2次元に沿って、映像作品における映像と音楽の印象の調和性が映像作品への没入感に与え

る影響について調べることを目的とする。 

  

研究内容  

【研究 1】映像と音楽の印象（感情価・覚醒度）の調和性が没入感に与える影響 

・目的と仮説 

「印象」の感情価と覚醒度という 2 次元それぞれの調和性が映像的没入感に及ぼす影響を調べる必要がある

ため、研究 1 では映像と音楽の感情価と覚醒度の調和・不調和が映像的没入感に及ぼす影響について調べた。

また、処理流暢性の観点から、映像作品における映像と音楽の感情価と覚醒度がいずれも調和する場合に、映

像作品への没入度が最も高く、いずれも不一致の時に最も低くなると予測した。 

・方法 

参加者. 学部生と大学院生 24名が実験に参加した。 

刺激. 映像は一般公開された作品から、音楽は映像作品のサウンドトラックから抜粋された約 40秒のもので

あった。刺激は全て予備実験を行って選定され、さらに予備実験の評定結果に基づいて、映像と音楽のいずれ

も感情価 3 水準（ポジティブ・ニュートラル・ネガティブ）と覚醒度 2 水準（高覚醒度・低覚醒度）に分類し

た。本実験では、それぞれの映像と音楽を感情価と覚醒度が調和あるいは不調和になるように組み合わせ、72

個の視聴覚コンテンツを作成した。 

手続き. 参加者 1人あたりに 8視聴覚コンテンツ（2つ×4条件：感情価［調和・不調和］×覚醒度［調和・

不調和］）を提示し、その後に視聴覚コンテンツへの没入感を測定する質問紙である「Narrative Engagement 

Scale (NES: Busselle ＆ Bilandzic, 2009);12項目；５段階評定」に記入させた。 

・結果 

感情価（調和・不調和）と覚醒度（調和・不調和）を固定効果とし、参加者と映像、音楽をランダム効果とし

て、線形混合モデルで NESの評定値について統計分析ソフト「R」を用いて分析した。その結果、感情価と覚醒

度の交互作用が有意になり、感情価が調和で覚醒度が不調和の場合（p = .01）、あるいは感情価が不調和で覚

醒度が調和の場合（p = .01）は、いずれも不調和の場合より、没入度が高かった。 

 

【研究 2】映像と音楽の組み合わせの主観的調和性と映像作品への没入感の関係 

・目的と仮説 

映像と音楽の感情価と覚醒度の片方が調和でもう片方が不調和の場合に没入感が最も高まったという結果が

得られたのは、映像と音楽の組み合わせの主観的調和感に関係すると考えられる。本研究ではニュートラルと 
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研究成果の概要（ つ づ き ）  

感情的（ポジティブ・ネガティブ）な映像・音楽の組み合わせを「感情価不調和条件」と設定していたが、そ

れらの視聴覚コンテンツに対して参加者は調和していると感じた可能性があるため、主観的調和感を確認す

ることが研究 2の「目的 1」となった。また、ニュートラルなクリップ（映像または音楽）が含まれる視聴覚

コンテンツが本来の設定に反して調和していると参加者に受け取られていることが判明した場合、映像と音

楽の主観的調和・不調和と没入感の関係をより精度よく検討するために、研究 1のデータを含めて、ニュート

ラルなクリップが含まれる刺激を除いて再分析することが「目的 2」であった。 

・方法 

参加者. 研究 1に参加したことのない学部生と大学院生 24名が実験に参加した。 

刺激. 研究 1と同じ刺激を使用した。 

手続き. 参加者 1人あたりに 8視聴覚コンテンツを提示し、その後に研究 1で使用された「NES」と主観的調

和感を測定する 1項目（「この映像作品の映像と音楽の組み合わせは調和している。」；5段階）に記入させた。 

・結果 

 まず、主観的調和感を確認するために、感情価の調和性（調和条件・ニュートラルとポジティブかネガティブ

との組み合わせ条件・ポジティブとネガティブの組み合わせ条件）を固定効果とし、参加者をランダム効果とし

て、線形混合モデルで主観的調和感の評定値について統計分析ソフト「R」を用いて分析した。その結果、「感情

価の調和性」主効果が有意になり、感情価調和条件（p = .01）とニュートラルとポジティブかネガティブとの

組み合わせ条件（p = .03）はいずれもポジティブとネガティブの組み合わせ条件より主観的調和感が高かった。

つまり、ニュートラルな映像または音楽が含まれる視聴覚コンテンツは調和だと感じ取られた。 

 従って、ニュートラルなクリップが含まれる刺激を除き、研究 1と研究 2の NESデータについて、感情価（調

和・不調和）と覚醒度（調和・不調和）を固定効果とし、参加者と映像、音楽をランダム効果として、線形混合

モデルで分析した。その結果、研究 1 では、「感情価」主効果が有意になり、感情価調和条件における没入度は

感情価不調和条件より高かった（p = .01）。一方、研究 2では有意な結果が得られなかった。 

 

【まとめ・考察】 

 研究 1によって、映像と音楽の調和性が没入感に影響を及ぼす可能性が示唆されたが、研究 2ではその結果を再

現できなかった。その理由として、研究 2では映像と音楽の組み合わせの主観的調和感を測定する際に、「映像と音

楽の関係に注目して」答えるように教示したからだと考えられる。つまり、研究 2の参加者は分析的に視聴覚コン

テンツを視聴し、NES に答えた可能性がある。そのため、参加者の映像と音楽の関係性に対する注目というファク

ターを検討するために、現在は研究 3を行っている。研究 3では、「映像と音楽の関係に注目して視聴するように」

と教示する群とそうしない群の 2参加者群を分けて、映像と音楽の印象の調和性が没入感に及ぼす影響について検

討する。また、全体的に没入感を上げるために、ヘッドマウントディスプレイを使用している。 
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